


























































































































































1 本論は、私が著作した“Critical Comments on Nishidaʼs Use of Chinese Buddhism”, Journal for Chinese Philosophy（「西田に
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国哲学ジャーナル』（Journal for Chinese Philosophy）の許可のもと翻訳されたものである。翻訳に際しては、荒川直哉博
士、木村朗子博士、堀内俊郎博士、竹花洋佑氏にお手伝いいただいた。記して感謝の意を表したい。
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